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一般会計の補正予算の規模は約１６億２千万円で、前年度と比較すると約１５億円の増加。

今回の補正予算は、国の経済対策に対応する事業や不足が見込まれる生活保護扶助費等を計上した

ものであるが、経済対策事業、生活保護扶助費の事業費が前年度より大幅に増加したことにより

予算規模が前年度より大きくなっている。

企業会計の予算規模は１億円で、前年度と比較すると約９千万円の増額となるが、国の経済対策に呼応し

必要な事業費を計上したことによる。

(単位：千円)

平成２２年度
１１月補正予算額

平成２１年度
１１月補正予算額

増減額 増減率（％）

1,617,336 122,089 1,495,247 1,224.7

- - - - 

100,000 6,160 93,840 1,523.4

1,717,336 128,249 1,589,087 1,239.1

※平成20年度以前は、合併前の各団体の数値を合算したものである。

主に、国の経済対策に伴う国庫支出金や市債、生活保護扶助費の増額による国庫支出金の増額分を

財源とした。

一般財源として、平成２１年度の決算剰余金(繰越金)を財源とした。

平成２２年度１１月補正予算(案)のポイント
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一般会計１１月補正予算額の推移単位：億円

２ 予算(案)の財源

年度
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一般会計 518,500千円

企業会計 100,000千円

433,400 千円　(財源：国補助金1/2,市債1/2　直轄は市債10/10)

○道路新設改良事業　　 国道１５０号（久能） 320,000 千円

県道駒越富士見線（駒越）

○国直轄事業負担金 国道１号静清バイパス（昭府地区） 33,400 千円

○道路自然災害防除事業 80,000 千円

　国道１５０号（久能）　２車線→４車線　 　県道駒越富士見線（駒越）　

② 街路事業 50,000 千円　(財源：国補助金1/2,市債1/2)

○街路築造事業 静岡駅賤機線 50,000 千円

（松富２工区、昭府町工区）

　静岡駅賤機線　松富２工区　 　静岡駅賤機線　昭府町工区　

県道梅ケ島温泉昭和線（北賤機ﾄﾝﾈﾙ）

618,500 千円

円高、デフレ状況に対する緊急的な対応として９月２４日に閣議決定された「経済危機対応・地域活性化予
備費」を活用し、「地域の防災対策」に関する施策として、道路改良事業、街路事業、下水道事業等を実施
する。

① 道路事業

３ 主要事業のポイント

(Ａ) 国の経済対策への呼応
(経済危機対応・地域活性化予備費事業)
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35,100 千円　(財源：市債10/10)

○国直轄事業負担金 清水港整備（新興津埠頭） 35,100 千円

100,000 千円　(財源：国補助金1/2,市債1/2)

○下水道管渠耐震化事業　 高松処理区（葵区昭和町外） 100,000 千円

下水道事業（地震対策）

耐震補強した下水道管（施工事例）

（写真提供：国土交通省　中部地方整備局　清水港湾事務所　平成22年3月17日撮影）

④ 下水道事業

老朽化した下水道管

③ 港湾事業

特定重要港湾　清水港（直轄事業負担）　岸壁裏込工工事
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① 目　的

要保護者に対し必要な生活支援を行うことにより、市民生活の安心を確保する。

② 事業概要

○ 小中学校校舎補修事業

　小学校１１校、中学校６校の校舎等の外壁および庇部のタイル改修

○ ＡＥＤ設置等事業

○ 生活保護扶助事業

　生活保護受給者数の増加に伴う扶助費の増額

○ 要保護世帯向け不動産担保型生活支援資金助成

③ 補正額

○ 小中学校校舎補修事業 55,000千円

○ 市立保育所ＡＥＤ設置等事業 15,840千円 （財源：県補助金10/10　15,840千円）

○ 私立保育所ＡＥＤ設置等助成 10,420千円 （財源：県補助金10/10　10,420千円）

○ 市立幼稚園ＡＥＤ設置等事業 4,576千円 （財源：県補助金10/10　  4,576千円）

○ 生活保護扶助事業 800,000千円 （財源：国負担金3/4　600,000千円）

13,000千円 （財源：国補助金3/4　   9,750千円）

小中学校校舎補修事業（宮竹小学校） ＡＥＤを使った救命講習会

小中学校の施設改修や保育所、幼稚園へのＡＥＤ（除細動器）設置により、児童・生徒や施設利用者の
安全確保を図る。

○ 要保護世帯向け不動産担保型生活支援資金助成

　県の安心こども基金を活用し、ＡＥＤの設置及び応急処置などの講習会を開催
　　　　市立保育所４５園、私立保育所２５園(講習会は２７園)、市立幼稚園１３園

　一定の居住用不動産を有する要保護高齢者世帯に対し、県社会福祉協議会が当該不動産を担保に
生活資金を貸し付ける事業への助成

898,836 千円(Ｂ) 安全・安心対策
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